
ホップがビールに苦味を与えるのなら、フルーツが
甘みを与えるのもありです。北ヨーロッパでは野生
種のベリー類がよく用いられ、甘すぎずバランスの
よいフルーツビールが好まれています。その他にも
フルーツビールに使われる果実の種類は多く、チェ
リー、ラズベリー、レモン、オレンジ、バナナ、苺、ライ
ム、カシス、マンゴー、グアバ、マスカット、パッション
フルーツ、青リンゴ、杏、パイナップル……と、多彩な
味が楽しめます。

レッドアイのように、ビールとジュースを混ぜたものと思っている人が多いフルーツビール。実際にはホップ
のように「醸造の工程でフルーツを用いた」れっきとしたビールの種類なのです。製法はさまざまで、醸造の
途中でフルーツを漬け込むもの、フルーツエキスを加えるものなど。最近は日本のクラフトビールでも増えて
きました。ビールの爽快感とフルーツのフレッシュな香りが楽しめ「ビールはちょっと苦手」という方にも好ま
れています。

栓を抜いた瞬間に果実の香りが広がるフルーツビールですが、上品な甘酸っぱ
さを味わい、美しい色合いを楽しめるのもこのビールの特徴です。注いだビール
が程よくかき混ぜられ、深いフレーバーがたつチューリップグラスは、フルーツ
ビールにもってこいのグラスと言えます。




